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NEWSまちのできごと�まちのできごと�

12

町
内
で
大
き
な
交
通
事
故
が
起

き
、
こ
れ
か
ら
冬
に
か
け
て
路
面

が
悪
化
す
る
こ
と
か
ら
、
十
一
月

六
日
、
町
、
町
交
通
安
全
協
会
、

町
建
設
業
協
会
の
主
催
で
町
民
約

八
百
人
が
集
ま
り
、
別
海
町
交
通

安
全
町
民
大
会
が
中
央
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
の
佐
野
町
長
は
、「
周
り

の
知
人
、
友
人
に
交
通
安
全
の
啓

発
を
行
い
、
家
庭
や
職
場
で
再
度
、

交
通
安
全
の
意
識
の
浸
透
を
高
め

て
も
ら
い
た
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

中
標
津
警
察
署
交
通
課
長
は
「
ス

ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

で
死
亡
事
故
の
大
半
は
防
げ
た
の

で
は
な
い
か
」
と
講
演
し
ま
し
た
。

ま
た
、
別
海
保
育
園
の
園
児
や

別
海
中
央
中
学
校
生
徒
会
長
の
山

内
君
も
新
た
に
交
通
安
全
を
誓
い
、

最
後
に
町
青
年
団
体
連
絡
協
議
会

の
森
重
直
治
会
長
が
交
通
安
全
決

意
宣
言
を
し
ま
し
た
。

町
民
一
丸
と
な
っ
て
ス
ピ
ー
ド

ダ
ウ
ン
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。

別海町交通安全町民大会

第
三
回
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上

競
技
選
手
権
大
会
が
九
月
九
日
、

小
樽
市
で
行
わ
れ
、
別
海
町
の
中

学
生
二
十
六
名
が
参
加
し
、
円
盤

投
げ
で
上
春
別
中
学
校
三
年
の
大

竹
美
記
枝
さ
ん
、
二
年
の
細

谷
浩
志
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
学

年
別
で
優
勝
し
、
全
国
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。

十
月
二
十
六
日
か
ら
行
わ

れ
た
第
三
十
二
回
全
国
ジ
ュ

ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
横
浜

国
際
競
技
場
で
開
催
さ
れ
、

大
竹
さ
ん
は
三
十
二
位
、
細

谷
さ
ん
は
三
十
一
位
。
大
竹

さ
ん
は
「
室
伏
選
手
が
投
げ

た
サ
ー
ク
ル
で
競
技
が
で
き

て
満
足
」。
細
谷
さ
ん
は
「
三

投
目
は
フ
ァ
ー
ル
に
な
っ
た

け
れ
ど
思
い
切
っ
て
投
げ
ら

れ
た
」。と
来
年
に
向
け
て
良

い
感
触
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
九
月
二
十
二
日
、
宮
崎

県
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
ス
ポ
ー

ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
全
国
大
会
陸
上
大

会
の
八
百
ｍ
で
上
春
別
中
学
校
教

諭
の
飯
田
雄
士
選
手
が
三
位
入
賞

し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
三
十
五
歳
以
上
の

選
手
が
出
場
で
き
る
大
会
で
、
北

海
道
大
会
で
優
勝
し
全
国
大
会
に

臨
み
ま
し
た
。
当
日
は
、
痛
め
て

い
た
ア
キ
レ
ス
腱
の
痛
み
も
和
ら

ぎ
、
堂
々
の
三
位
入
賞
。

飯
田
選
手
は
、
全
国
大
会
に
上

春
別
中
学
校
か
ら
二
名
を
出
場
さ

せ
る
な
ど
、
指
導
力
は
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

全国ジュニアオリンピック出場

北
海
道
大
会
で
優
勝
し
た
大
竹
さ
ん
（
左
）
と
細
谷
さ
ん
（
右
）

北
海
道
大
会
、
大
量
入
賞
に
沸
く
別
海
町
選
手
団
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職業奉仕活動表彰受賞 天岡覚誠さん・吉田一信さん

10月31日、交
流館「ぷらと」
で職業奉仕活動
表彰式が行われ
ました。この表
彰式は別海ロー
タリークラブ
（原田昭会長）が
毎年行っている
もので、職業活動を通じ地域の発展に大きな功績のあった人を
表彰するものです。今回受賞したのは天岡覚誠さん（82歳・別
海旭町206）と、吉田一信さん（69歳・別海旭町387）の２人。
天岡さんは、僧侶として布教活動に努めながら、幼児教育に

関心を持ち、昭和35年に別海くるみ幼稚園を設立。以来職員と
心身共に「強く・正しく・明るい子」を教育目標として幼児教
育に専念し、大勢の卒園生が幅広く活躍しており、その一貫し
た姿勢が評価されたものです。
吉田さんは、学業終了後桶作りや染物職人を目指しましたが

ケガや病気で断念して、お菓子作りを奨められ８年間お菓子職
人として修業を積み、昭和34年に当地に菓子店が無こともあり、
友人の奨めで独立開業。以来お菓子作りには、創意工夫を重ね、
ついに別海町の風物を取り入れた「えび打瀬舟最中」「センダ
イハギ」「べつかい女」などのオリジナルな銘菓を作り出して
大きな評価を得ています。

ＮＨＫ釧路放送局移動スタジオ
「情報くしろねむろ」新庁舎から生放送

10月26日f、ＮＨＫ釧路放送局移動スタ
ジオが新庁舎で開設され、午後６時30分か
らの「情報くしろねむろ」が新庁舎をスタ
ジオとして釧路、根室地方に生中継されま
した。
新庁舎の紹介やＩＴへの取り組み、別海

町の特産品についてＰＲしました。
この放送はビデオに収録をしております。

ご希望の方は、貸し出しいたしますのでご
利用ください。

連絡先／統計広報担当（内線2116）
中央公民館　1５－２１４６　
西 公 民 館　1７－２４０７
東 公 民 館　1６－２１４１

ク
ラ
シ
ッ
ク
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

新
庁
舎
町
民
ホ
ー
ル

十
月
二
十
六
日
昼
休
み
、「
札
幌

弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
に
よ
る
、

北
電
ク
ラ
シ
ッ
ク
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
が
新
庁
舎
町
民
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
ほ
く
で

ん
の
創
立
五
十
周
年
記
念
行
事
と

し
て
、
ま
た
別
海
町
制
施
行
三
十

周
年
・
役
場
新
庁
舎
落
成
記
念
と

し
て
開
催
し
た
も
の
で
、
訪
れ
た

町
民
は
、
生
演
奏
の
音
色
に
静
か

に
耳
を
か
た
む
け
て
い
ま
し
た
。

町
制
三
十
周
年
記
念

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ

「
民
謡
を
た
ず
ね
て
」

公
開
録
音
終
わ
る

十
一
月
二
日
、
別
海
町
町
制
施

行
三
十
周
年
を
記
念
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ラ
ジ
オ
「
民
謡
を
た
ず
ね
て
」
の

公
開
録
音
が
中
央
公
民
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
民
謡
フ
ァ
ン
で
会
場
は

超
満
員
、
晩
秋
の
ひ
と
と
き
を
プ

ロ
の
生
演
奏
と
素
晴
ら
し
い
唄
声

を
堪
能
し
ま
し
た
。

な
お
、
放
送
日
は
、
十
二
月
十

六
日（
日
）、十
二
月
二
十
三
日（
日
）、

一
月
六
日
（
日
）
の
午
後
九
時
三

十
五
分
〜
五
十
五
分
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ

ジ
オ
第
一
で
放
送
さ
れ
ま
す
。
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札
幌
・
別
海
ふ
る
さ
と
会

創
立
十
周
年
を
迎
え
た「
札
幌
・

別
海
ふ
る
さ
と
会
」
の
定
期
総
会

が
、
十
一
月
二
日
札
幌
パ
ー
ク
ホ

テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
別
海
町
か
ら

の
ツ
ア
ー
参
加
者
二
十
五
名
と
会

員
七
十
六
名
が
出
席
し
、
旧
交
を

温
め
ま
し
た
。

同
会
は
、
札
幌
市
及
び
そ
の
周

辺
市
町
村
に
在
住
す
る
別
海
町
に

ゆ
か
り
の
あ
る
人
々
約
三
百
二
十

人
が
入
会
し
て
お
り
、
ふ
る
さ
と

別
海
町
の
応
援
団
と
し
て
、
情
報

交
換
・
特
産
物
の
紹
介
斡
旋
・
各

種
イ
ベ
ン
ト
等
の
協
力
な
ど
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

総
会
で
は
、
数
奇
芳
郎
会
長
の

あ
い
さ
つ
に
続
き
、
奥
田
助
役
が

祝
辞
を
述
べ
、
そ
の
後
の
交
流
会

で
は
、
別
海
町
の
ビ
デ
オ
上
映
や

別
海
讃
歌
の
合
唱
な
ど
で
盛
り
上

が
り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

優
良
読
書
グ
ル
ー
プ

北
海
道
表
彰
受
賞

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
ど
ん
ぐ
り
（
代
表
小
崎
良
子
）」

は
週
一
回
、
幼
児
や
小
学
校
低
学

年
に
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
、
手

遊
び
、
う
た
遊
び
を
行
っ
て
い
る

こ
と
が
評
価
さ
れ
、「
優
良
読
書
グ

ル
ー
プ
北
海
道
表
彰
」
を
受
賞
し

ま
し
た
。

ど
ん
ぐ
り
は
、
図
書
館
が
オ
ー

プ
ン
し
た
翌
年
の
平
成
六
年
に
、

元
小
学
校
教
諭
と
他
地
域
で
子
ど

も
た
ち
に
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い

た
主
婦
が
中
心
に
図
書
館
で
始
め

ま
し
た
。
現
在
は
八
人
で
構
成
さ

れ
、
毎
年
、
図
書
館
で
行
わ
れ
る

ク
リ
ス
マ
ス
の
お
楽
し
み
会
で
も

中
心
と
な
っ
て
読
み
聞
か
せ
を
行

っ
て
い
ま
す
。

友好都市子どもサミットinひらかた

友好都市子どもサミッ
トが11月９日、大阪府枚
方市で開かれ、別海町の
中学生４名、小学生４名
が参加しました。
サミットでは別海町、

枚方市（大阪府）、中村市
（高知県）、塩江町（香川
県）、名護市（沖縄県）の
生徒・児童が集まり、「わ
がまち自慢」や「意見発表」を行い、パソコンでアンケート調査を
行いました。
枚方市会場に参加している西春別中学校の佐々木一洋君は「わが

まち自慢」で、酪農や漁業を紹介し、「腹が空いたらサケや北海シマ
エビをどうぞ。デザートには牛乳で作ったヨーグルトを召し上がっ
てください」と別海町をアピール。
参加した８名は、親睦と交流を図り、いろいろな知識を地元に持

ち帰りました。

小中高合同音楽祭

11月６日、第20回別海町音楽祭が町
民体育館で開催されました。
この音楽祭は小・中・高校合同音楽

祭実行委員会の主催で、毎年行われて
いるものです。当日は町内の学校から
22校が参加し、各校とも学校での日頃
の練習成果を披露。
会場には、児童・生徒・父母など大

勢訪れ、熱演に盛大な拍手が送られて
いました。
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11月８日の「いい歯の日」にちなんだ「いい歯の子」の表彰式が、町民保健セン
ターで行われました。これは昨年11月から今年10月までに、３歳児健診の歯科健診
を受けて虫歯が１本もなかった子を表彰するものです。今年は69人が対象となり、
佐野町長から一人ひとりに賞状と記念品がプレゼントされました。

《
い
い
歯
の
子
ど
も
た
ち
》

高
橋
宥
人
ち
ゃ
ん
、
岩
口
晴
香
ち
ゃ
ん
、
松
本
天
斗
ち
ゃ

ん
、
長
谷
川
晴
香
ち
ゃ
ん
、
冨
田
千
尋
ち
ゃ
ん
、
大
槻
佳

歩
ち
ゃ
ん
、
向
山
康
貴
ち
ゃ
ん
、
鎌
田
智
大
ち
ゃ
ん
、
金

子
京
香
ち
ゃ
ん
、
大
窪
滉
弥
ち
ゃ
ん
、
井
上
颯
毅
ち
ゃ
ん
、

宮
田
彩
香
ち
ゃ
ん
、
井
上
季
音
ち
ゃ
ん
、
齊
藤
怜
央
ち
ゃ

ん
、
林
智
哉
ち
ゃ
ん
、
関
口
美
加
子
ち
ゃ
ん
、
佐
藤
圭
太

ち
ゃ
ん
、
境
田
莉
千
ち
ゃ
ん
、
唐
澤
恵
海
ち
ゃ
ん
、
佐
々

木
雄
也
ち
ゃ
ん
、
今
井
真
子
ち
ゃ
ん
、
齊
藤
雄
亮
ち
ゃ
ん
、

貝
原
志
歩
ち
ゃ
ん
、
千
葉
雪
乃
ち
ゃ
ん
、
石
田
美
希
ち
ゃ

ん
、
野
々
山
寿
美
ち
ゃ
ん
、
大
森
菜
々
ち
ゃ
ん
、
中
島
麗

羅
ち
ゃ
ん
、
佃
稔
浩
ち
ゃ
ん
、
川
村
幸
星
ち
ゃ
ん
、
鎌
田

茉
那
斗
ち
ゃ
ん
、
吉
田
幹
ち
ゃ
ん
、
小
野
樹
ち
ゃ
ん
、
浦

山
海
吏
ち
ゃ
ん
、
吉
田
樹
里
ち
ゃ
ん
、
戸
田
浩
隆
ち
ゃ
ん
、

齊
藤
廣
矢
ち
ゃ
ん
、
内
山
彩
香
ち
ゃ
ん
、
戸
叶
太
朗
ち
ゃ

ん
、
関
川
紗
菜
ち
ゃ
ん
、
竹
田
有
沙
ち
ゃ
ん
、
高
下
聖
弥

ち
ゃ
ん
、
酒
井
美
里
ち
ゃ
ん
、
河
原
知
佳
ち
ゃ
ん
、
青
柳

百
華
ち
ゃ
ん
、
鬼
澤
瑠
璃
ち
ゃ
ん
、
富
崎
翔
太
ち
ゃ
ん
、

富
崎
帆
波
ち
ゃ
ん
、
森
愛
美
ち
ゃ
ん
、
宮
部
愛
菜
ち
ゃ
ん
、

藤
原
愛
莉
ち
ゃ
ん
、
戸
田
暁
久
ち
ゃ
ん
、
松
田
一
真
ち
ゃ

ん
、
石
渡
聖
唯
ち
ゃ
ん
、
中
村
矢
珠
子
ち
ゃ
ん
、
福
原
和

花
ち
ゃ
ん
、
小
川
湖
子
ち
ゃ
ん
、
小
倉
璃
奈
ち
ゃ
ん
、
松

岡
潤
ち
ゃ
ん
、
渡
邊
北
斗
ち
ゃ
ん
、
谷
本
光
大
ち
ゃ
ん
、

小
野
海
都
ち
ゃ
ん
、
佐
々
木
栞
ち
ゃ
ん
、
白
鳥
可
菜
ち
ゃ

ん
、
酒
井
啓
弥
ち
ゃ
ん
、

小
野
隼
輝
ち
ゃ
ん
、
半
田

裕
香
ち
ゃ
ん
、
本
田
葉
輝

ち
ゃ
ん
、
川
島
千
波
ち
ゃ

ん
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※11月21日　町民保健センターで撮影　（　）内は保護者名�

６ヵ月健診－�

6

12 月診療案内�
町立別海病院�

問い合わせ�
町立別海病院事務課総務担当  15-2311（内線201）  

12

　　　　　小児神経外来�
12月14日f�

　　　担当医師　札幌医大　舘　延忠助教授�

�

　　　　　耳 鼻 咽 喉 科�
12月10日b～12月11日c午前�

　　　担当医師　札幌医大　坪田　　大医師�

12月25日c�

　　　担当医師　札幌医大　佐藤　　純医師�

�

　　　　　脳 神 経 外 科�
12月19日d午前�

担当医師　道小児センター　高橋　義男医師�

�

　　　　　皮　　膚　　科�
12月６日e～12月７日f午前�

　　　担当医師　札幌医大　近藤　靖児医師�

12月20日e～12月21日f午前         �

　　　担当医師　札幌医大　南辻　泰志医師�

�
　　　　　外科・整形外科�
　外科診療は、毎日午前のみ診療しています。�

整形外科診療は、毎日午後のみ診療していま�

す。薬は、診療時だけしか処方せんが出ませ�

んので注意願います。�

�

　　　 携帯電話の使用について�
　携帯電話は、病院内の医用電気機器に影響�

を及ぼす場合がありますので、病院内では電�

源を切ってください。�

�

　  　  病院職員の募集について�
　町立別海病院では、看護婦（士）を募集し�

ています。�

　受付は随時行っていますので、病院事務課�

総務担当までお問い合わせください。�

�

　  　  年末年始の診療について�
　12月29日gから１月６日aまで、通常の外�

来診療はお休みですが、救急診療は行ってい�

ますので、具合が悪くなったり、ケガをされ�

ましたら病院にご連絡ください。�

せい  な�

上田　星奈ちゃん�
（隆）�

み　う�

岩間　美羽ちゃん�
（慶之）�

　瀬あかりちゃん�
（光一）�

なおすけ�

西沢　直助くん�
（直樹）�

はや  と   

安田　隼人くん�
（弘和）�

けい  た 

新井　馨太くん�
（光国）�
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１月の保健業務予定�

問い合わせ／町民保健センター（15-0359）�

日�曜日� 予定内容� 場　　所� 時　　間�

8�

9�

15�

〃�

16�

17�

22�

23�

25�

28�

29�

30�

31

火�

水�

火�

〃�

水�

木�

火�

水�

金�

月�

火�

水�

木�

10：00～12：00�

12：30～13：00�

10：00～12：00�

10：00～14：30�

10：00～11：30�

12：30～13：00�

12：30～13：00�

10：00～11：30�

９：30～11：30�

９：30～11：30�

10：00～11：30�

９：30～11：30�
13：00～15：30�

12：30～13：00

母子健康センター�

町民保健センター�

母子健康センター�

町民保健センター�

西春別ふれあいセンター�

町 立 別 海 病 院�

町民保健センター�

町民保健センター�

中 春 別 福 祉 館�

尾岱沼地域センター�

母子健康センター�

町民保健センター�

町 立 別 海 病 院�

母 親 教 室�

１ 才 半 健 診�

母 親 教 室�

乳 幼 児 相 談�

乳 幼 児 相 談�

４ ヵ 月 健 診�

３ 才 児 健 診�

1才3ヵ月歯磨き教室�

フ ッ 素 塗 布 �

フ ッ 素 塗 布 �

母 親 教 室�

フ ッ 素 塗 布 �

４ ヵ 月 健 診�

こう  た�

山本　耕大くん�
（博史）�

ひろまさ�

新堀　央将くん�
（光行）�

みず  き�

戸田　瑞希ちゃん�
（優）�

新倉ちゆりちゃん�
（慎司）�

松村　有朔くん�
（憲一）�

ゆうさく�

る　み�

菊地　留未ちゃん�
（猛）�

ゆうだい�

外石　雄大くん�
（昭博）�
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「たんぽぽ」からの贈り物

手作り布絵本
サークル「たん
ぽぽ」から、フ
ェルトで作った
壁掛けが寄贈されました。センダイハギや白鳥、あき
あじ、北海しまえびなど、別海町の風物詩を下絵から
作品に仕上げるまで半年もかけて作られた大作です。
12月下旬まで役場新庁舎１階で、その後図書館で展示
します。

サークル紹介
図書館で活動しているサークルを紹介します。
問い合わせ、申し込みなどは図書館までどうぞ。
皆さんのご協力、参加をお待ちしております。

【手作り布絵本サークルたんぽぽ】
¡活動開始年／平成５年　¡会員数 10名（代表・安
田洋子）¡活動内容／毎週木曜日午後１時30分～３時
30分まで、図書館で布絵本の作成をしています。完成
した作品は、図書館に寄贈して皆さんに利用してもら
っています。

《サークルからのお知らせ》
布絵本は、布の持つ暖かさややわらかさで、小さな

子からお母さん方まで広く楽しめます。「たんぽぽ」で
は、いっしょに布絵本を作って下さる会員を広く募集
しています。お気軽に参加して下さい。

図書館のご案内
開館時間 ・火～土曜日・・・午前10時～午後６時

・日曜日・・・・・午前10時～午後４時
休館日／毎週月曜日、最終木曜日、祝日、年末年始
問い合わせ／別海町図書館　1５－２２６６
※年末年始は12月29日g～１月７日bまで休館しま
す。

図書館
通信

地域で育成、開かれた学校へ ～別海小学校など６校で学校評議員の初会合～
10月１日b、学校評議員制度のモデル実施校６校の一つ、別海小学校において最初の会合が開かれました。

校長が推薦した同校区内の４人の評議員が委嘱状を受け取り、教育目標や経営方針、新しい指導要領に基づ
く平成14年度からの教育について説明を受けたほか、地域に開かれた学校運営について意見を出し合いまし
た。
学校評議員制度は、学校運営に地域住民の意見を生かし、より一層地域社会に開かれた学校づくりを行う

ことを目的に導入された制度です。これにより、校長は保護者や地域住民の意見を幅広く聞くことができま
す。また、学校が家庭や地域と連携協力しながら特色ある教育活動を展開することができるようになります。
本年度は、下記６校で次の方々を学校評議員にお願いしました。

第48回別海町少年弁論大会
11月13日、中西別中学校で別海町少年弁論大会が行われました。
この大会は、町内の中学生が様々な体験を通じて日頃抱いている夢や

希望、社会に対して訴えたいことなどを発表し合い、中学生としての正
しい判断力と真摯な態度を培うと共に明日を担う少年の健全育成に寄与
することを目的に毎年、別海町教育委員会が行っている伝統行事で今年
は町内10校から20名が参加しました。成績は次のとおりです。
【個人の部】最優秀賞「努力が人を変える」田中諒（光進中学校３年）優秀賞「私の夢－酪農家をめざして－」
羽石和憲（中西別中学校３年）、「夢の実現に向けて」武藤しおり（光進中学校２年）、「いろいろな人の中で」
粂川真紀（西春別中学校３年）、「小さな勇気、集めて育ちましょう」久綱有香（西春別中学校１年）、「幼児
虐待」桐島明日香（別海中央中学校３年）
【総合の部】優勝／光進中学校　２位／西春別中学校　３位／別海中央中学校

西春別中学校�

木下　　守�
小原　周亮�
長谷川忠利�
小原　尚子�
岡田　正子�

別海中央中学校�

立山　明司�
田保　秀治�
加藤　泰行�
吉田　達夫�
大槻　寿子�

中春別中学校�

森田　利行�
藤倉　紀夫�
小森　玉美�
高田　珠夫�
山田　トミ�

上西春別小学校�

森勢　　壮�
山崎　　宏�
卯野　　斉�
北村　　篤�
吉川由美子�

別海小学校�

斉藤　幸男�
花原　秀次�
高橋　利雄�
山崎真由美�

野付小学校�

高橋　正昭�
蝋山　哲弥�
大森　和男�
永野　英俊�
村山　満子�

学校�
評議員の�
皆さん�
（敬称略）�
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伝言板�伝言板�お知らせ�お知らせ�
別海町役場  5-2111�
西春別支所  7-2131　尾岱沼支所（01538）6-2166�
上風連出張所  5-7326　上春別出張所  5-6011�
�

別海町役場  5-2111�
西春別支所  7-2131　尾岱沼支所（01538）6-2166�
上風連出張所  5-7326　上春別出張所  5-6011�
�

平
成
十
四
年
の
新
成
人

平
成
十
四
年
別
海
町
成
人
式
は
、
一

月
七
日
（
月
）
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

中
央
公
民
館
で
挙
行
さ
れ
ま
す
。
教
育

委
員
会
で
は
九
月
末
日
現
在
で
住
民
登

録
を
調
査
し
た
結
果
を
本
紙
十
一
月
号

に
掲
載
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
十
一
月

十
四
日
ま
で
に
追
加
の
申
し
出
の
あ
っ

た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。
こ
れ
で

新
成
人
該
当
者
は
二
百
二
十
二
名
と
な

り
ま
す
。

◯
別
海
／
相
山
泰
斗
、
阿
部
晴
美
、
飯

島
瑞
恵
、
石
田
正
覚
、
今
井
圭
介
、
上

杉
和
美
、
上
杉
智
章
、
大
沼
晶
、
小
椋

一
也
、
笠
原
祐
亮
、
川
原
昇
平
、
菅
野

姫
都
美
、
菊
地
恵
一
、
佐
藤
絵
美
、
佐

藤
一
基
、
佐
藤
奈
都
希
、
佐
野
允
則
、

清
水
泰
之
、
下
田
詠
子
、
田
口
文
恵
、

立
崎
亜
矢
子
、
遠
野
一
也
、
戸
野
晶
雄
、

永
野
絵
里
奈
、
猫
塚
由
香
、
橋
詰
絵
夢
、

日
野
恵
里
香
、
堀
野
和
奈
、
前
川
美
和
、

松
田
祐
子
、
南
口
夏
美
、
横
田
靖
司
、

a
川
亜
沙
美
、
米
谷
直
人
、
横
田
真
司
、

渡
部
絵
理
　

○
中
西
別
／
斉
藤
琢
磨

◯
奥
行
／
田
村
麻
里

◯
中
春
別
／
大
内
奈
都
美

◯
豊
原
／
岡
崎
哲
児
、
牧
野
加
奈
子

◯
美
原
／
岩
瀬
大
介

◯
大
成
／
宍
戸
洋
行

◯
西
春
別
／
江
口
詞
央
、
工
藤
香
織
、

木
村
洋
平

◯
西
春
別
駅
前
／
井
上
智
美
、
小
林
弘

樹
、
佐
藤
広
美
、
清
野
史
子
、
谷
良
平

◯
泉
川
／
b
橋
正
守

◯
上
春
別
／
大
内
美
香
、
加
藤
敬
枝
、

川
端
身
江
子
、
五
ノ
井
渡
、
西
田
春
美
、

宮
武
澄
恵
、
目
黒
和
希

◯
床
丹
／
田
村
さ
や
か

◯
尾
岱
沼
／
石
丸
敬
祐
、斉
藤
未
紗
子
、

上
林
亨
、
勝
山
陵
、
上
月
秀
紀
、
高
木

宏
文
、
内
藤
千
春
、
額
賀
麻
梨

◯
町
外
／
細
谷
陽
子

※
十
一
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
別
海

地
区
の
吉
田
圭
介
さ
ん
は
、
吉
田
桂
介

さ
ん
の
誤
り
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
青
少
年
教
育
担
当

（
内
線
３
７
１
２
）

防
火
標
語
ク
イ
ズ
当
選
者

平
成
十
三
年
秋
の
火
災
予
防
運
動
の

一
環
と
し
て
実
施
し
た
防
火
標
語
ク
イ

ズ
に
町
内
各
地
域
か
ら
多
数
の
応
募
が

あ
り
、
抽
選
の
結
果
、
次
の
方
々
が
当

選
し
ま
し
た
の
で
、
消
火
器
を
お
届
け

し
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

○
当
選
者
／
工
藤
た
よ
子
さ
ん
（
別

海
）、
林
光
枝
さ
ん
（
別
海
）、
清
水
栄

子
さ
ん
（
別
海
）
、
木
村
里
美
さ
ん

（
別
海
）、
斉
藤
ツ
ヨ
さ
ん
（
別
海
）、

横
山
智
子
さ
ん
（
中
西
別
）、
河
本
健

太
さ
ん
（
上
春
別
）、
小
坂
敬
一
さ
ん

（
西
春
別
）、渡
辺
貴
子
さ
ん（
西
春
別
）、

佐
藤
サ
ツ
子
さ
ん
（
西
春
別
駅
前
）

今
年
の
火
災
件
数
は
十
月
三
十
一
日

現
在
で
十
二
件
発
生
し
て
お
り
、
昨
年

七
件
と
比
較
し
て
五
件
も
増
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
寒
さ
が
厳
し
く
な
り
、

暖
房
器
具
を
つ
け
た
ま
ま
で
の
外
出

や
、
歳
末
の
繁
忙
期
な
ど
で
ガ
ス
器
具

を
使
用
す
る
こ
と
が
多
く
な
る
こ
と
か

ら
、
火
災
の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
十
分
注
意
し
、
よ
り
一
層
の
火
災
予

防
に
心
が
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
別
海
消
防
署

（
1
５
―
２
１
６
１
）

十
二
月
は
道
税
の

納
税
推
進
強
調
月
間
で
す

道
で
は
、
十
二
月
を
「
納
税
推
進
強

調
月
間
」
と
し
て
、
道
税
の
納
税
推
進

に
取
り
組
み
、
滞
納
整
理
の
促
進
に
努

め
ま
す
。

道
税
は
、
住
み
良
い
地
域
社
会
を
作

る
た
め
の
貴
重
な
財
源
で
す
。
皆
さ
ん

暮
ら
し
を
支
え
る
道
税
の
納
税
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
十
二
月
十
一
日
（
火
）
二
十

日
（
木
）
に
夜
九
時
ま
で
、
根
室
支
庁

税
務
課
に
お
い
て
夜
間
収
納
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
根
室
支
庁
総
務
部
税
務

課
納
税
係

（
1
０
１
５
３
２
―
４
―
５
４
６
６
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
い

方
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
別
海
町
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。毎

週
月
曜
日
十
時
〜
十
五
時
ま
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
方
々

が
協
力
い
た
し
ま
す
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
二
十
二
名
で
、
週

一
回
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
協
議
会

（
1
５
―
２
１
４
８
）
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根
室
沿
岸
海
岸
保
全
計
画

（
素
案
）の
縦
覧
に
つ
い
て

平
成
十
二
年
四
月
に
海
岸
法
が
改
正

さ
れ
、
海
岸
の
防
護
に
加
え
、
海
岸
環

境
の
保
全
及
び
公
衆
の
海
岸
の
適
正
な

利
用
の
確
保
を
図
り
、
こ
れ
ら
が
調
和

す
る
総
合
視
点
に
立
っ
た
海
岸
の
保
全

を
図
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
北
海
道
で
は
、
全
道
を
九

沿
岸
に
区
分
し
各
沿
岸
ご
と
に
「
海
岸

保
全
基
本
計
画
」を
作
成
し
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
根
室
沿
岸
（
羅
臼
知
床
岬

〜
根
室
納
沙
布
岬
）
の
海
岸
保
全
基
本

計
画
（
素
案
）
が
作
成
さ
れ
、
縦
覧
で

き
ま
す
。
ま
た
、
意
見
も
集
約
し
て
い

ま
す
。

○
縦
覧
期
間
／
十
二
月
十
日
（
月
）
〜

二
十
八
日
（
金
）

○
縦
覧
場
所

・
根
室
支
庁
経
済
部
水
産
課

（
1
０
１
５
３
２
―
３
―
６
１
３
１
）

・
釧
路
土
木
現
業
所
事
業
部
治
水
課

（
1
０
１
５
４
―
２
３
―
６
１
１
１
）

・
別
海
町
役
場
建
設
部
管
理
課

（
内
線
３
１
１
１
）

問
い
合
わ
せ
／
管
理
課（内

線
３
１
１
１
）

税
務
署
職
員
の
名
を
か
た
る

不
審
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

税
務
職
員
の
名
を
か
た
り
、
電
話
で

納
税
者
の
親
族
の
方
の
「
現
住
所
、
電

話
番
号
、
勤
務
先
、
還
付
金
振
込
先
金

融
機
関
名
及
び
口
座
番
号
」
を
照
会
す

る
と
い
う
不
審
な
事
例
が
、
各
税
務
署

で
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
納
税
者
の
皆

様
が
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
次
の
点

に
ご
注
意
願
い
ま
す
。

①
税
務
署
職
員
が
納
税
者
の
皆
様
に
電

話
を
行
な
う
場
合
は
、
署
名
、
部
門
名
、

氏
名
を
名
乗
っ
て
か
ら
要
件
を
伝
え
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
電
話
が
あ
っ

た
と
き
に
は
、
ま
ず
相
手
の
所
属
、
氏

名
等
を
必
ず
確
認
し
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
身
に
覚
え
の
な
い
照
会
な
ど
ご

不
審
な
点
が
あ
る
場
合
に
は
、
即
答
せ

ず
に
税
務
署
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

②
税
務
職
員
が
納
税
者
宅
に
伺
う
際
に

は
、
身
分
証
明
書
（
顔
写
真
ち
ょ
う
付
）

と
質
問
検
査
章
又
徴
収
職
員
証
票
を
携

帯
し
て
い
ま
す
。
身
分
証
明
書
等
で
所

属
、
氏
名
等
を
確
認
し
て
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
／
根
室
税
務
署
総
務
課

（
1
０
１
５
３
２
―
３
―
３
２
６
１
）

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計
調
査

及
び
石
油
等
消
費
構
造
統
計
調
査
を
十

二
月
三
十
一
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む

事
業
所
を
対
象
に
し
て
、
そ
の
活
動
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
石
油
等
消
費
構
造

統
計
調
査
は
、
産
業
別
、
規
模
別
、
地

域
別
に
産
業
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方

公
共
団
体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎

資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、

企
業
、
大
学
な
ど
で
の
研
究
資
料
、

小
・
中
・
高
等
学
校
の
教
材
な
ど
、
広

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
提
出
い
た
だ
く
調
査
票
に

つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
調
査
内

容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正

確
な
ご
記
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
統
計
広
報
担
当

（
内
線
２
１
１
６
）

町の花　センダイハギ�

第31回町民卓球大会�
第18回町長杯卓球大会�

参加者募集�
第31回町民卓球大会�
第18回町長杯卓球大会�

参加者募集�
日　　時／12月23日（日）午前8時30分から�
会　　場／町民体育館�
種　　目／町長杯（高校・一般の部）�
　　　　　シングルス（男・女）ダブルス（男・女）�
　　　　　町民卓球大会�
　　　　　　小学生・低学年の部、高学年の部�
　　　　　　中学生の部、シニアの部　�
　　　　　シングルス（男・女）�
参 加 料／シングルス　１人300円�
　　　　　ダ ブ ル ス　１組500円�
　　　　　（小・中学生無料）�
申 込 先／役場建設部下水道課　大畠（内線3411）�
　　　　　福 祉 部 町 民 課　千葉（内線1210）�
　　　　　郵送又はファックス可　FAX 5-0692�
申込期限／12月14日f

（　　　　　　　　）�
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町の花　センダイハギ�

着
衣
泳
の
講
習
を
行
い
ま
す

別
海
町
水
上
安
全
法
赤
十
字
奉
仕
団

で
は
、
着
衣
泳
の
講
習
を
行
い
ま
す
。

着
衣
泳
を
中
心
に
、
自
分
の
身
を
守

る
泳
ぎ
、
器
具
や
身
近
に
あ
る
物
を
使

っ
て
の
救
助
な
ど
の
講
習
を
行
い
ま

す
。見

学
も
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
こ
の

機
会
に
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時
／
十
二
月
十
五
日
（
土
）
午

後
七
時
三
十
分
〜

○
場
所
／
西
春
別
温
水
プ
ー
ル

○
用
意
す
る
物
／
ジ
ャ
ー
ジ
又
は
ウ

イ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー
上
下
、
き
れ
い
な

靴
、
靴
下

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
協
議
会
内
別

海
町
水
上
安
全
法
赤
十
字
奉
仕
団
事
務

局
　
　
　
　
　
　（
1
５
―
２
１
４
８
）

「
一
日
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
開
設

冬
場
に
お
け
る
職
業
相
談
窓
口
と
し

て
根
室
公
共
職
業
安
定
所
の
「
一
日
移

動
相
談
窓
口
」
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

○
日
時
／
十
二
月
十
七
日
（
月
）
午
前

十
時
〜
午
後
二
時

○
場
所
／
交
流
館
ぷ
ら
と
二
階
大
会
議

室問
い
合
わ
せ
／
商
工
労
働
担
当

（
内
線
１
６
１
２
）

「マルチメディア館」閉館時間変更のお知らせ�
　マルチメディア館の閉館時間が、冬期間次のとおりに変更になり
ます。なお、マルチメディアホール・パソコン研修室・多目的会議
室は、午後10時まで利用できます。�
　　○期間及び時間／平成13年12月１日から平成14年３月31日�
　　　　　　　　　　午前10時から午後９時�
　　○問い合わせ／マルチメディア館�
　　　　　　　　　　　　 　1５－１１９１　ＦＡＸ５－１１９３�

温水プール休止のお知らせ�
◆別海町民温水プール　12月16日a～３月14日eまで休止�
　　　トレーニング室　12月24日b～１月７日bまで休止�
　※冬期間のトレーニング室の利用は、今まで通り月曜日が休館と
　　なり、平日は午後１時～午後８時まで、日・祭日は午後１時～
　　午後５時まで利用できます。（月曜日が祝祭日の場合は、火曜日が休館）�

◆西春別温水プール　12月16日a～３月14日eまで休止�
◆尾岱沼温水プール　12月１日g～３月14日eまで休止�
　　　問い合わせ／別海町総合スポーツセンター（５－２８８２）�

○役場、支所、出張所�
　12月29日g～１月６日aまで休み�
○中央公民館、西公民館、東公民館�
　12月30日a～１月７日bまで休館�
○別海病院、西春別駅前・尾岱沼診療所�
　12月29日g～１月６日aまで休診�
○尾岱沼歯科診療所�
　12月30日a～１月４日fまで休診�
○西春別駅前歯科診療所�
　12月29日g～１月４日fまで休診�
○ごみ収集、処理場の受け入れ�
　12月30日a～１月３日eまで休み�
○し尿収集�
　12月29日g～１月６日aまで休み�
○図書館�
　12月29日g～１月７日bまで休館�
○町民体育館�
　12月25日c～１月７日bまで休館�
○北方展望塔�
　12月30日a～１月３日eまで休館�
○マルチメディア館�
　12月30日a～１月７日bまで休館�
○交流センター郊楽苑�
　12月31日b　入　　　浴　10時～18時�
　　　　　　　レストラン　11時30分～14時�
　１月１日から平常営業�

年
末
年
始
の
業
務
案
内�

�
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おめでた・おくやみ�
（10月１日から10月31日届出分まで）�
　　　　　　　　お誕生おめでとう�
　　　　　　　　　　　 （保護者）�
　u酒井　楓斗ちゃん（男）　力　（別　　　海）�
　u佐々木好誠ちゃん（男）友　行（別　　　海）�
　u　木龍之介ちゃん（男）　学　（別　　　海）�
　u松岡　美沙ちゃん（女）哲　哉（西春別駅前）�
　u齊藤　慧太ちゃん（男）　博　（尾　岱　沼）�
　u亀井　拓海ちゃん（男）龍　夫（西　春　別）�
　u小倉　瑞稀ちゃん（女）　大　（中　西　別）�
　u鈴木　風雅ちゃん（男）尚　寿（別　　　海）�
　u伊藤　稜蘭ちゃん（男）和　樹（中　西　別）�
　u鈴木　彩水ちゃん（女）則　行（尾　岱　沼）�
　u杉永　啓輔ちゃん（男）　崇　（尾　岱　沼）�
　u山口　大飛ちゃん（男）雅　章（尾　岱　沼）�
　u佃　　佳奈ちゃん（女）浩　一（西　春　別）�
　u永井莉々香ちゃん（女）和　也（別　　　海）�
　u清實　茉宝ちゃん（女）一　喜（別　　　海）�
　u佐藤　未来ちゃん（女）利　博（西　春　別）�
　u永利百合子ちゃん（女）嘉　成（西　春　別）�
　　　　　　　　ご結婚おめでとう�
　u三浦　勝之・中野渡幸子さん　（西春別駅前）�
　u櫻田　金人・b橋　香里さん　（尾　岱　沼）�
　u長谷　英彦・小笠原亜希さん　（別　　　海）�
　u大野　　浩・工藤　博子さん　（別　　　海）�
　ub浪　　慎・平林　美和さん　（尾　岱　沼）�
　u妻沼　和紘・橋本　留美さん　（豊　　　原）�
　　　　　　　　お悔やみ申し上げます�
　s佐々木忠志さん　（７４歳）　（西春別駅前）�
　s相馬　アイさん　（９３歳）　（本　別　海）�
　s山家　　實さん　（５８歳）　（上　春　別）�
　s関矢　尚敏さん　（８９歳）　（床　　　丹）�
　s松田タカヱさん　（８１歳）　（西　春　別）�
　s上杉　晴幸さん　（４２歳）　（別　　　海）�
　s上杉キヨミさん　（８１歳）　（別　　　海）�
　s金田　カツさん　（９４歳）　（別　　　海）�
　s大久保　　さん　（６９歳）　（別　　　海）�
　sa田　イクさん　（８４歳）　（別　　　海）�
　s水口　陽子さん　（５３歳）　（床　　　丹）�
　s松本　正雄さん　（８５歳）　（本　　　別）�
　s西村　陽子さん　（７３歳）　（西　春　別）�
　s深代　直治さん　（８６歳）　（中　西　別）�

郵
便
局
の
ミ
ニ
レ
タ
ー

町の花　センダイハギ�

年
賀
状
は
お
早
め
に
Y

年
賀
状
の
引
き
受
け
は
十
二
月
十
五

日
（
土
）
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
郵
便
局

で
は
皆
様
か
ら
お
預
か
り
し
た
大
切
な

年
賀
状
を
元
日
に
お
届
け
で
き
る
よ
う

に
万
全
の
準
備
し
て
お
り
ま
す
が
、
年

末
押
し
迫
っ
て
か
ら
お
出
し
に
な
り
ま

す
と
、
元
日
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
年
賀
状
を
元
日
に
お
届
け

す
る
た
め
に
は
、
な
る
べ
く
十
二
月
二

十
五
日（
火
）ま
で
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
郵
便
番
号
は
七
け
た
ま
で
、

あ
て
名
は
番
地
、
方
書
き
ま
で
書
い
て
、

「
町
内
」、「
道
内
」、「
道
外
」
の
三
方
面

と
「
私
製
は
が
き
」
と
に
分
け
、
十
字

に
束
ね
て
お
出
し
く
だ
さ
い
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

白
い
粉
末
の
郵
便
物
は
窓
口
へ

郵
便
局
で
は
、
炭
疽
菌
に
よ
る
脅
迫

や
い
た
ず
ら
と
お
も
わ
れ
る
白
い
粉
の

こ
ぼ
れ
出
し
て
い
る
よ
う
な
不
審
な
郵

便
物
を
発
見
し
た
場
合
に
は
、
周
辺
の

郵
便
物
も
含
め
郵
便
局
に
保
管
し
、
安

全
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
受
取
人
の
方
に

配
達
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
小
麦
粉

等
の
白
い
粉
を
郵
便
物
を
と
し
て
差
し

出
さ
れ
る
場
合
に
は
ポ
ス
ト
に
投
函
し

な
い
で
、
窓
口
か
ら
お
出
し
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

差
出
人
住
所
氏
名
の
記
載
も
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
を

お
手
伝
い
し
ま
す

職
場
環
境
の
変
化
等
に
伴
い
、
職
場

で
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
個
別
労
働
関
係
紛
争
に

関
す
る
ご
相
談
に
つ
い
て
、
そ
の
実
情

に
即
し
た
迅
速
か
つ
適
正
な
解
決
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
対
応
す
る
た
め
釧
路
労
働
基
準
監

督
署
内
労
働
条
件
総
合
労
働
相
談
コ
ー

ナ
ー
（
1
０
１
５
４
―
４
２
―
９
７
１

１
）
を
本
年
十
月
一
日
か
ら
新
設
し
ま

し
た
。

相
談
内
容
は
、
専
門
の
相
談
員
が
応

じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
北
海
道
労
働
局
総
務
部

企
画
室

（
1
０
１
１
―
７
０
９
―
２
３
１
１
）

回
収
し
ま
す
。家
の
古
い
電
話
帳

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
地
球
環
境
保
護

の
た
め
、
古
く
な
っ
た
電
話
帳
を
積
極

的
に
回
収
し
て
、
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル

を
図
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
電
話
帳（
一
月
十
六
日
か
ら
お

届
け
予
定
）を
受
け
取
ら
れ
た
際
に
、古

い
電
話
帳
を
配
達
員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
配
達
員
に
お
渡
し
で
き
な
か

っ
た
方
は
後
日
改
め
て
回
収
に
伺
い
ま

す
の
で
、「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
」
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
―
５
０

６
３
０
９
）
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◆
二
十
一
世
紀
を
迎
え
た
と
思
っ
て
い

た
ら
今
年
も
あ
と
残
す
と
こ
ろ
一
ヵ
月

余
り
と
な
り
ま
し
た
。
一
年
っ
て
早
い

も
の
で
す
ね
。
皆
様
に
と
っ
て
何
か
と

お
忙
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
が
万
全
な

態
勢
で
新
年
を
迎
え
て
く
だ
さ
い
。
▽

初
雪
も
降
り
、
寒
さ
も
一
段
と
厳
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
風
邪
な
ど
ひ
か
ぬ

よ
う
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
▽
こ
れ

か
ら
年
末
に
か
け
て
忘
年
会
な
ど
で
、

お
酒
を
飲
む
機
会
が
多
く
な
る
と
思
い

ま
す
が
、
暴
飲
暴
食
に
な
ら
ぬ
よ
う
健

康
管
理
は
も
ち
ろ
ん
、
飲
酒
運
転
は
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

（
Ｋ
）

◆
絶
賛
し
た
。
役
場
庁
舎
各
課
一
台
の

パ
ソ
コ
ン
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
つ
な

が
り
、
メ
ー
ル
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
各
課
に
一
台
と
い
う
こ
と
で
不
自

由
す
る
面
も
あ
る
が
、
職
員
に
周
知
す

る
文
書
な
ど
も
紙
を
使
わ
ず
に
処
理
で

き
る
。
何
枚
も
印
刷
し
て
配
布
し
な
く

て
良
い
の
だ
。
な
ど
な
ど
便
利
な
こ
と

は
た
く
さ
ん
あ
る
。
情
報
化
で
最
初
に

絶
賛
し
た
の
は
携
帯
電
話
だ
っ
た
。
流

行
に
乗
る
の
が
イ
ヤ
で
何
年
間
は
持
た

な
か
っ
た
が
、
持
っ
て
み
る
と
大
変
便

利
な
物
だ
と
気
づ
い
た
。
い
つ
も
気
づ

く
の
が
遅
れ
て
し
ま
い
が
ち
だ
。
し
か

し
情
報
化
は
ど
ん
ど
ん
進
歩
し
て
い
る

け
れ
ど
、
人
間
と
し
て
進
歩
し
て
い
る

の
か
。
も
う
昔
の
文
化
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
か
手
紙
は
、
読
む
と
そ
の
人
の

顔
が
笑
っ
た
り
、
時
に
は
泣
い
た
り
と

い
ろ
い
ろ
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
る
。

そ
ん
な
人
間
様
が
自
分
は
好
き
だ
。
と

言
っ
て
も
編
集
後
記
は
手
書
き
で
は
な

い
け
れ
ど
。

（
た
く
）

国�民�年�金�Q & A

ス
ピ
ー

ド

ダ
ウ
ン

シ

ー

ト
ベル
ト

冬道の心の備えは�
万全ですか？�
別海町の交通事故発生状況�
発生44件、死者６名、傷者53名�

前年同期比   （－１）　　　  （＋２）　    　（－13）　　 　�

（平成13年１月１日～11月26日）�

「毎月15日は、道民交通安全の日です」�

○国民年金の手続きをお忘れなく

夏の間、建築・土木などの会社で働き、厚生年金

などに加入されていた方は、離職と同時に国民年金

への加入手続きが必要です。国民年金担当窓口で手

続きをしてください。

○保険料を免除する制度があります

国民年金は20歳から60歳になるまで40年間保険料

を納めることが必要ですが、収入が少ないなどの理

由で納めることが困難な方の場合を考慮して、保険

料を免除することができる制度があります。具体的

には、所得や資産の状況等により判断されますが、

保険料の支払いが困難な方は、国民年金担当窓口で

ご相談ください。

社会保険事務相談所開設日

○日時／１月15日c 13時～17時

○会場／中標津経済センター

問い合わせ／国民年金担当（内線1225）

☆国民年金保険料の納付は、

安心・便利・確実な口座振替・自動払込でY

町の花　センダイハギ�

寄
　
付

・
別
海
町

▽
前
田
正
敏
さ
ん
（
中
標
津
町
）
▽
佐

藤
豊
さ
ん
（
床
丹
）
▽
㈱
北
海
道
朝
日

航
洋
（
札
幌
市
）
▽
㈱
別
海
清
掃
セ
ン

タ
ー
（
別
海
寿
町
）
▽
北
海
道
地
図
㈱

（
旭
川
市
）

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清
翠
園

▽
佐
藤
彌
寿
子
さ
ん
（
別
海
新
栄
町
）

▽
広
栄
老
友
会
（
中
西
別
）
▽
斉
藤
義

郎
さ
ん
（
別
海
旭
町
）
▽
上
風
連
睦
ク

ラ
ブ
（
上
風
連
）
▽
櫻
井
理
さ
ん
（
別

海
寿
町
）

・
社
会
福
祉
協
議
会

▽
松
田
茂
さ
ん
（
西
春
別
）
▽
金
田
昌

子
さ
ん
（
本
別
海
）
▽
第
三
十
二
回
別

海
町
産
業
祭
実
行
委
員
会
（
別
海
常
盤

町
）
▽
ヤ
マ
ギ
シ
会
（
別
海
）
▽
西
春

別
駅
前
ダ
ン
ス
愛
好
会（
西
春
別
駅
前
）

▽
前
田
正
敏
さ
ん
（
中
標
津
町
）
▽
水

口
勇
さ
ん
（
床
丹
）
▽
野
付
漁
協
婦
人

部
（
尾
岱
沼
港
町
）
▽
村
上
昭
四
郎
さ

ん
（
泉
川
）
▽
西
村
敏
三
さ
ん
（
西
春

別
）
▽
永
田
リ
サ
さ
ん
（
別
海
緑
町
）

▽
北
島
静
子
さ
ん
（
床
丹
）
▽
深
代
ハ

ナ
ミ
さ
ん
（
中
西
別
）
▽
北
島
和
治
さ

ん
（
床
丹
）▽
櫻
井
ハ
ル
さ
ん（
別
海
寿

町
）
▽
高
橋
春
男
さ
ん
（
尾
岱
沼
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



べつかい歳時記�

編集／別海町役場　総務部　総務課　統計広報担当�
〒086-0205 北海道野付郡別海町別海常盤町280番地�
1（01537）5-2111　FAX 5-0371

○まちの人口／17,043人（－7）　男／8,494人（－4）・女／8,549人（－3）　○世帯／5,958世帯（＋15）　平成13年10月31日現在�

�
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こ
の
広
報
紙
に
は
森
林
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
�

（　）は前月比�


